
言語文化学科授業科目表
学則別表Ⅰの2　国際教養学部言語文化学科

部　門 科　目
単　
位

必　
修

選
択
必
修

選　
択

学
科
基
盤

科　
　
目

基礎演習ａ 2 2
基礎演習ｂ 2 2
哲学Ⅰ 2 2
哲学Ⅱ 2 2

外

国

語

科

目

基
盤
科
目

英語Ⅰ 1 4
英語Ⅱ 1 4
英語Ⅲ 1 3
英語Ⅳ 1 3
スペイン語Ⅰ 1 4＊

スペイン語Ⅱ 1 4＊

スペイン語Ⅲ 1 4＊

スペイン語Ⅳ 1 4＊

中国語Ⅰ 1 4＊

中国語Ⅱ 1 4＊

中国語Ⅲ 1 4＊

中国語Ⅳ 1 4＊

韓国語Ⅰ 1 4＊

韓国語Ⅱ 1 4＊

韓国語Ⅲ 1 4＊

韓国語Ⅳ 1 4＊

進
展
科
目

英語上級 2 4
英語演習Ⅰ 2
英語演習Ⅱ 2

2上級英語演習Ⅰ 2
上級英語演習Ⅱ 2
翻訳通訳論・英語 2
翻訳通訳実習・英語 2
スペイン語上級 2 4＊

スペイン語演習 2
翻訳通訳論・スペイン語 2
翻訳通訳実習・スペイン語 2
中国語上級 2 4＊

中国語演習 2
翻訳通訳論・中国語 2
翻訳通訳実習・中国語 2
韓国語上級 2 4＊

韓国語演習 2
翻訳通訳論・韓国語 2
翻訳通訳実習・韓国語 2

ス
ペ
イ
ン
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
科
目
群

スペイン研究概論 2
ラテンアメリカ研究概論 2
スペインの言語と歴史・文化 2
スペイン語研究 2
スペイン語圏の文学 2
ラテンアメリカの歴史と文化 2
ラテンアメリカの政治と社会 2
ラテンアメリカの経済と社会 2
ラテンアメリカ近現代史 2
ラテンアメリカの国際関係 2
ラテンアメリカの開発と社会 2
ブラジル研究 2
スペイン・ラテンアメリカ特殊研究 2

中
国
研
究
科
目
群

中国研究概論 2
中国言語文化論 2
中国社会論 2
中国地域論 2
現代中国論Ⅰ 2
現代中国論Ⅱ 2
中国史Ⅰ 2
中国史Ⅱ 2
中国特殊研究 2

韓
国
研
究
科
目
群

韓国研究概論 2
韓国社会論Ⅰ 2
韓国社会論Ⅱ 2
韓国経済論 2
韓国史 2
韓国前近代史 2
日韓比較文化論 2
日韓比較教育論 2
日韓交流史 2
韓国研究情報収集法 2
韓国政治論 2
韓国特殊研究 2

日
本
研
究
科
目
群

日本研究概論Ⅰ 2

62＊＊

日本研究概論Ⅱ 2
日本文学論・古代Ⅰ 2
日本文学論・古代Ⅱ 2
日本文学論・中世Ⅰ 2
日本文学論・中世Ⅱ 2
日本文学論・近現代Ⅰ 2
日本文学論・近現代Ⅱ 2
民俗学 2
日本史概論Ⅰ　 2
日本史概論Ⅱ　 2
日本前近代史Ⅰ 2
日本前近代史Ⅱ 2
日本近現代史Ⅰ 2
日本近現代史Ⅱ 2
日本特殊研究 2

言
語
教
育
研
究
科
目
群

言語学概論 2
英語学概論 2
日本語教育概論 2
応用言語学 2
英語圏の文学・文化・批評Ⅰ 2
英語圏の文学・文化・批評Ⅱ 2
国際共通語としての英語 2
授業研究と実践 2
教材研究と実践 2
英語研究専門講読 2
日本語教授法Ⅰａ 2
日本語教授法Ⅰｂ 2
日本語教授法Ⅱ 2
日本語音声学 2
日本語文法論Ⅰ 2
日本語文法論Ⅱ 2
日本語コミュニケーション論 2
英語教育特殊研究 2
日本語教育特殊研究 2

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
研
究
科
目
群

異文化間コミュニケーションⅠ 2
異文化間コミュニケーションⅡ 2
多文化共生研究Ⅰ 2
多文化共生研究Ⅱ 2
比較文化論 2
大衆文化論 2
ローカル・メディア論 2
英語圏の文化 2
英語圏事情 2
法律学概論 2
政治学概論Ⅰ 2
政治学概論Ⅱ 2
経済学概論 2
国際関係論 2
国際協力論 2
グローバル課題 2
NGO論 2
国際政治論 2
国際経済論Ⅰ 2
国際経済論Ⅱ 2
日本政治外交史Ⅰ 2
日本政治外交史Ⅱ 2
市民生活と法 2
国際機構と法 2
地域研究論 2
社会学概論Ⅰ 2
社会学概論Ⅱ 2
文化人類学Ⅰ 2
文化人類学Ⅱ 2
社会調査法 2
地球環境論Ⅰ 2
地球環境論Ⅱ 2
グローバル社会特殊研究 2
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教
育
科
学
研
究
科
目
群

教職論 2
教育原論 2
スポーツ・レクリエーション概論 2
教育の歴史Ⅰ 2
教育の歴史Ⅱ 2
教育制度 2
教育課程論 2
道徳教育の理論と実践 2
特別活動論 2
総合的な学習の時間の理論と実践 2
教育方法学（ICT活用を含む。） 2
生徒指導と進路指導 2
特別支援教育論 2
教育相談 2
教育科学特殊研究 2

人
文
学
研
究
科
目
群

倫理学概論Ⅰ 2
倫理学概論Ⅱ 2
文化史入門 2
東洋思想史Ⅰ 2
東洋思想史Ⅱ 2
文明史研究Ⅰ 2
文明史研究Ⅱ 2
比較宗教史 2
地中海世界の宗教と文化Ⅰ 2
地中海世界の宗教と文化Ⅱ 2
宗教文化論 2
西洋古典学概論 2
科学史Ⅰ 2
科学史Ⅱ 2
外国史概論Ⅰ 2
外国史概論Ⅱ 2
人文学特殊研究 2

認
知
・
行
動
科
学
研
究
科
目
群

認知科学 2
教育心理学 2
心理学概論 2
社会心理学Ⅰ 2
社会心理学Ⅱ 2
臨床心理学Ⅰ 2
臨床心理学Ⅱ 2
言語心理学 2
生物学 2
神経科学の基礎 2
身体運動制御論 2
生理学 2
環境生理学 2
認知・行動科学特殊研究 2

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
目
群

教養のためのデータサイエンス 2
数学概論 2
統計学概論 2
物理学概論 2
天文学 2
科学技術と社会Ⅰ 2
科学技術と社会Ⅱ 2
コンピュータと言語 2
情報科学各論Ⅰ 2
情報科学各論Ⅱ 2
データ構造とアルゴリズム論 2
データベース論 2
統計と調査法 2
データサイエンス特殊研究 2

海
外
実
践

プ
ロ
グ
ラ
ム

海外研修Ⅰ 2
海外研修Ⅱ 2
海外研修Ⅲ 2
比較文化演習Ⅰ（COIL） 2
比較文化演習Ⅱ（COIL） 2
比較文化演習Ⅲ（COIL） 2

教
職
関
連
科
目

英語科教科教育法Ⅰ 2
英語科教科教育法Ⅱ 2
英語科教科教育法Ⅲ 2
英語科教科教育法Ⅳ 2
社会科教育法Ⅰ 2
社会科教育法Ⅱ 2
社会・地理歴史科教育法Ⅰ 2
社会・地理歴史科教育法Ⅱ 2
社会・地理歴史科教育法Ⅲ 2
社会・公民科教育法Ⅰ 2
社会・公民科教育法Ⅱ 2

全
学
共
通
授
業
科
目

全
学
総
合
科
目
群

（
別
表
Ⅳ

－

1
）

全学総合講座部門 2

62**

全学共通講義科目部門
全学共通実践科目部門
スポーツ・レクリエーション部門

外
国
語
科
目
群

（
別
表
Ⅳ

－

2
）

外国語部門（英語以外）
日本語部門＊＊＊

英語部門＊＊＊＊

演習 2 8
卒業研究 2 4
卒業論文 4 4

卒業に必要な単位数合計 44 22 62
128

備考
（1）＊は外国語科目の「スペイン語」、「中国語」、「韓国語」から一言語を選択する。
（2）選択の62単位は＊＊より履修するものとする。なお、選択する科目のうち30単位以上は、

スペイン・ラテンアメリカ研究科目群、中国研究科目群、韓国研究科目群、日本研究科
目群、言語教育研究科目群、グローバル社会研究科目群、教育科学研究科目群、人文学
研究科目群、認知・行動科学研究科目群、データサイエンス研究科目群から、2研究科
目群を選び、その中から履修する。

（3）教職関連科目は、教職課程履修者のみ履修することができる。
（4）卒業に必要な選択科目のうち16単位までは、他学部の単位をもって代用できる。
　　ただし、教職課程履修者は、他学部および教職関連科目の単位をもって代用できる。

（5）＊＊＊日本語部門は、外国人学生および帰国学生が、別に定める規程に基づき履修する
ことができる。

（6）＊＊＊＊言語文化学科学生は、「全学共通授業科目　外国語科目群」の英語部門は履修
することができない。

○本表は、2024年度入学者から適用する。ただし、2023年度以前に入学した者ならびに
2024年度以前に第2学年に入学した者および2025年度以前に第3学年に入学した者につ
いては、なお従前の例による。
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言語文化学科科目特性表

部　門 科　目 学期配当 備　考1 2 3 4 5 6 7 8

学科基盤
科目

基礎演習ａ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ クラス指定
基礎演習ｂ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃
哲学Ⅰ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
哲学Ⅱ ● ○

外
国
語
科
目

基
盤
科
目

英語Ⅰ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ クラス指定
英語Ⅱ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃
英語Ⅲ ● ○ ○ ○ ○ ○ 〃
英語Ⅳ ● ○ ○ ○ ○ 〃
スペイン語Ⅰ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ クラス指定
スペイン語Ⅱ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃
スペイン語Ⅲ ● ○ ○ ○ ○ ○ 〃
スペイン語Ⅳ ● ○ ○ ○ ○ 〃
中国語Ⅰ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ クラス指定
中国語Ⅱ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃
中国語Ⅲ ● ○ ○ ○ ○ ○ 〃
中国語Ⅳ ● ○ ○ ○ ○ 〃
韓国語Ⅰ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ クラス指定
韓国語Ⅱ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃
韓国語Ⅲ ● ○ ○ ○ ○ ○ 〃
韓国語Ⅳ ● ○ ○ ○ ○ 〃

進
展
科
目

英語上級 ● ● ○ ○ クラス指定
英語演習Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副題が異なれ
英語演習Ⅱ ● ○ ○ ○ ば重複履修可
上級英語演習Ⅰ ● ○ ○ ○
上級英語演習Ⅱ ● ○ ○ ○
翻訳通訳論・英語 ○ ○ ○ ○
翻訳通訳実習・英語 ○ ○ ○ ○
スペイン語上級 ● ● ○ ○ クラス指定
スペイン語演習 ○ ○ ○ ○ 重複履修可
翻訳通訳論・スペイン語 ○ ○ ○ ○
翻訳通訳実習・スペイン語 ○ ○ ○ ○
中国語上級 ● ● ○ ○ クラス指定
中国語演習 ○ ○ ○ ○ 重複履修可
翻訳通訳論・中国語 ○ ○ ○ ○
翻訳通訳実習・中国語 ○ ○ ○ ○
韓国語上級 ● ● ○ ○ クラス指定
韓国語演習 ○ ○ ○ ○ 重複履修可
翻訳通訳論・韓国語 ○ ○ ○ ○
翻訳通訳実習・韓国語 ○ ○ ○ ○

ス
ペ
イ
ン
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
科
目
群

スペイン研究概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ラテンアメリカ研究概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スペインの言語と歴史・文化 ○ ○ ○ ○ ○ ○
スペイン語研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○
スペイン語圏の文学 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ラテンアメリカの歴史と文化 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ラテンアメリカの政治と社会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ラテンアメリカの経済と社会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ラテンアメリカ近現代史 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ラテンアメリカの国際関係 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ラテンアメリカの開発と社会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ブラジル研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○

スペイン・ラテンアメリカ特殊研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○

副題によって
学期配当が異
なる。副題が
異なれば重複
履修可。

中
国
研
究
科
目
群

中国研究概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中国言語文化論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
中国社会論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
中国地域論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
現代中国論Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○
現代中国論Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中国史Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中国史Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中国特殊研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○

副題によって
学期配当が異
なる。副題が
異なれば重複
履修可。

韓
国
研
究
科
目
群

韓国研究概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
韓国社会論Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○
韓国社会論Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○
韓国経済論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
韓国史 ○ ○ ○ ○ ○ ○
韓国前近代史 ○ ○ ○ ○ ○ ○
日韓比較文化論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
日韓比較教育論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
日韓交流史 ○ ○ ○ ○ ○ ○
韓国研究情報収集法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
韓国政治論 ○ ○ ○ ○ ○ ○

韓国特殊研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○

副題によって
学期配当が異
なる。副題が
異なれば重複
履修可。

日
本
研
究
科
目
群

日本研究概論Ⅰ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本研究概論Ⅱ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本文学論・古代Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本文学論・古代Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本文学論・中世Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本文学論・中世Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本文学論・近現代Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本文学論・近現代Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
民俗学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本史概論Ⅰ　 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本史概論Ⅱ　 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本前近代史Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本前近代史Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本近現代史Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本近現代史Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本特殊研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

副題によって
学期配当が異
なる。副題が
異なれば重複
履修可。

言
語
教
育
研
究
科
目
群

言語学概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語学概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本語教育概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
応用言語学 ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語圏の文学・文化・批評Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語圏の文学・文化・批評Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際共通語としての英語 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
授業研究と実践 ○ ○ ○ ○
教材研究と実践 ○ ○ ○ ○
英語研究専門講読 ○ ○ ○ ○
日本語教授法Ⅰａ ◎ ○ ○ ○
日本語教授法Ⅰｂ ○ ◎ ○ ○
日本語教授法Ⅱ ◎ ○
日本語音声学 ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本語文法論Ⅰ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本語文法論Ⅱ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本語コミュニケーション論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語教育特殊研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○

副題によって
学期配当が異
なる。副題が
異なれば重複
履修可。

日本語教育特殊研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○

副題によって
学期配当が異
なる。副題が
異なれば重複
履修可。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
研
究
科
目
群

異文化間コミュニケーションⅠ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
異文化間コミュニケーションⅡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
多文化共生研究Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○
多文化共生研究Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○
比較文化論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
大衆文化論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ローカル・メディア論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語圏の文化 ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語圏事情 ○ ○ ○ ○ ○ ○
法律学概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
政治学概論Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○
政治学概論Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○
経済学概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際関係論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際協力論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
グローバル課題 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
NGO論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際政治論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際経済論Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際経済論Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本政治外交史Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本政治外交史Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市民生活と法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際機構と法 ○ ○ ○ ○
地域研究論 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会学概論Ⅰ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会学概論Ⅱ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
文化人類学Ⅰ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
文化人類学Ⅱ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会調査法 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
地球環境論Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地球環境論Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グローバル社会特殊研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○

副題によって
学期配当が異
なる。副題が
異なれば重複
履修可。
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教
育
科
学
研
究
科
目
群

教職論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育原論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スポーツ・レクリエーション概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育の歴史Ⅰ 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育の歴史Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育制度 ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育課程論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
道徳教育の理論と実践 ○ ○ ○ ○ ○ ○
特別活動論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
総合的な学習の時間の理論と実践 ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育方法学（ICT活用を含む。） ○ ○ ○ ○ ○ ○
生徒指導と進路指導 ○ ○ ○ ○ ○ ○
特別支援教育論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育相談 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育科学特殊研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

副題によって
学期配当が異
なる。副題が
異なれば重複
履修可。

人
文
学
研
究
科
目
群

倫理学概論Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
倫理学概論Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
文化史入門 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東洋思想史Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東洋思想史Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
文明史研究Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
文明史研究Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
比較宗教史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地中海世界の宗教と文化Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地中海世界の宗教と文化Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宗教文化論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
西洋古典学概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
科学史Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
科学史Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
外国史概論Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
外国史概論Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人文学特殊研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

副題によって
学期配当が異
なる。副題が
異なれば重複
履修可。

認
知
・
行
動
科
学
研
究
科
目
群

認知科学 ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育心理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心理学概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会心理学Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会心理学Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○
臨床心理学Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○
臨床心理学Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○
言語心理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
生物学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
神経科学の基礎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
身体運動制御論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
生理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
環境生理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認知・行動科学特殊研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○

副題によって
学期配当が異
なる。副題が
異なれば重複
履修可。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
科
目
群

教養のためのデータサイエンス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
数学概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
統計学概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
物理学概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
天文学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
科学技術と社会Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
科学技術と社会Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コンピュータと言語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報科学各論Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報科学各論Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
データ構造とアルゴリズム論 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
データベース論 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
統計と調査法 ○ ○ ○ ○ ○ ○

データサイエンス特殊研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

副題によって
学期配当が異
なる。副題が
異なれば重複
履修可。

海
外
実
践

プ
ロ
グ
ラ
ム

海外研修Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○
海外研修Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○
海外研修Ⅲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
比較文化演習Ⅰ（COIL） ○ ○ ○ ○ ○ ○
比較文化演習Ⅱ（COIL） ○ ○ ○ ○ ○ ○
比較文化演習Ⅲ（COIL） ○ ○ ○ ○ ○ ○

教
職
関
連
科
目

英語科教科教育法Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語科教科教育法Ⅱ ○ ○ ○ ○
英語科教科教育法Ⅲ ○ ○ ○ ○
英語科教科教育法Ⅳ ○ ○ ○ ○
社会科教育法Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会科教育法Ⅱ ○ ○ ○ ○
社会・地理歴史科教育法Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会・地理歴史科教育法Ⅱ ○ ○ ○ ○
社会・地理歴史科教育法Ⅲ ○ ○ ○ ○
社会・公民科教育法Ⅰ ○ ○ ○ ○
社会・公民科教育法Ⅱ ○ ○ ○ ○

演習 ● ● ● ● ○ ○
卒業研究 ● ●
卒業論文 ●

備考
学期配当欄の○印は履修できる学期を、●は履修すべき学期を示します。
◎は履修が望まれる学期を示します。ただし、配当が標準と異なる場合があります。
＊特殊研究は、副題により学期配当が異なります。配当学期は、シラバスおよび授業時間割

表で確認してください。副題が異なれば、重複履修することができます。

教職課程
登録者の
み履修可 
能。
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国際教養学部

言語文化学科のカリキュラム
履修にあたって

クラス

カリキュラム

学科基盤科目

私たち教員は、国際教養学部言語文化学科を、人間が人間としてどうあるべきかを考え、
それを自分から探し出し、そして実践することができる、しかもその実践の場は日本のみな
らず世界各国であるような人間を育てたいと考えて設立しました。つまり、この学部の4年
間の勉学・研究そして生活を通じて、人間として一番大切なところを、他者との交流と他者
理解を通じて見つけ出し、養ってほしいのです。そのための基礎的な知識が教養です。私た
ちは、あなた方が国際社会を舞台に教養を具えて活躍し、人間が人間としてあるべきことを
行えるように、教養を学問の面から全面的に支援します。

上のような考え方でできた国際教養学部で大切にしていることがあります。それは、学生
同士、学生と教員が、互いに知り合いになることです。だから、私たち教員は学生に声をか
けます。あなた方もあなた方同士で、それに教員と知り合いになるために、挨拶の声をかけ
ましょう。そしてそれに応えて返事をしましょう。それが他者を知る第一歩なのです。教養
を身に付ける第一歩なのです。

国際教養学部では1学年の「基礎演習a」という科目が、入学時の所属「組」となります。
2・3学年では「演習」、4学年では「卒業研究」が、実質上の「組」の役割を果たします。
履修などについて疑問がある場合は、これらの科目の担当教員（クラスアドバイザーや指
導教員）もしくは教務課に相談してください。

国際教養学部のカリキュラムは、
・ 学科基盤科目
・ 外国語科目
・ 研究科目
・海外実践プログラム
・教職関連科目
・ 演習・卒業研究・卒業論文
・ 全学共通授業科目

の7種類に分類できます。詳細はこの手引に書かれている各科目の説明を参照してください。
当学部では各科目を幅広く履修することが可能です。自分自身の興味と能力にしたがって、

いわば自分独自のカリキュラムを作ることができます。しかし一方で、無計画に科目を履修
した場合、本来大学で学ぶべきものが散漫なままに終わってしまうという危険性もあります。

まとまりのある体系的な学問知識を得るためには、自分が大学4年間を通して何を学ぶか
という目標を立て、そのためにはいつ、どの科目を履修すべきかを常に考えておくことが重
要です。履修計画を策定する際はこの手引や各年度の『シラバス』を熟読し、オリエンテー
ションやガイダンスには必ず出席するようにしてください。

学科基盤科目はすべて必修で、「基礎演習a」「基礎演習b」「哲学Ⅰ」「哲学Ⅱ」の4科目が
あります。このうち「哲学Ⅱ」以外は1学年、「哲学Ⅱ」は4学年（7学期または8学期）で
履修します。
「基礎演習a」は１学年の春学期（１学期）に履修します。大学学修の基盤になる方法と

技能を身につけ、同時に大学4年間の履修計画を作るという大切な役割をもつ科目です。
「基礎演習b」は１学年の秋学期（２学期）に履修します。学外から実務者を迎えて大学

卒業後の仕事をシミュレートすることで，卒業後に向けて大学４年間の学びを意味づけるた
めの科目です。
「哲学Ⅰ」は、存在、知識、道徳に関わる諸学の根底を探究し、入学時の出発点を定める

授業です。それを踏まえ、卒業に向けて、「哲学Ⅱ」は価値判断における論理を学び、社会
への適応力を培います。両科目とも、講義のみならず、発表や討議を行い、独自の考えを構
築し表現力の向上を目指します。
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外国語科目

研究科目

スペイン･ラテンアメリカ
研究科目群

国際教養学部では、2つの外国語を併習します。以下の4つの組み合わせから1つを入学時
に選択して履修します。

・ 英語とスペイン語
・ 英語と中国語
・ 英語と韓国語
・ 日本語と（英語・スペイン語・中国語・韓国語の母語以外の言語の中から１言語）（外国人学生用）
なお、選択した外国語の組み合わせは原則として変更はできません。
外国語科目は、「Ⅰ」から「上級」まであり、すべて必修です。基本的には1学年（1学期）

に各言語の「Ⅰ」を履修し、ついで学期を追って「Ⅱ」「Ⅲ」……と進み、2学年（4学期）
に「Ⅳ」を履修します。その後、各言語の上級を3学年（5学期および6学期）に履修します。「Ⅰ」
～「Ⅳ」は週4コマ授業（4単位）（「英語Ⅲ・Ⅳ」は週3コマ（3単位））なので、2つの外国語
の授業が、1学年は週に計8コマ、２学年は週に計7コマあることになります。1学年（1学期）
から3学年（6学期）まで、2種類の言語をそれぞれ20単位ずつ、合計で40単位学習します。

さらに語学学習を進めたい人は、外国語科目の中にある進展科目を「英語演習Ⅰ」は2学年
（3学期）から、それ以外は3学年（5学期）から履修できます。また、「英語演習Ⅱ」・「上級
英語演習Ⅰ」・「上級英語演習Ⅱ」のいずれか1科目（2単位）が選択必修となりますが、「上級
英語演習Ⅰ」・「上級英語演習Ⅱ」については教職課程（英語）履修者を主たる対象としてい
ます。個別のテーマを扱う語学クラス、上級の語学クラスなどさまざまな科目があります。

外国語の履修クラスについては、英語はTOEIC® LISTENING AND READING TESTの結
果および前年度の成績をもとに習熟度別にクラス編成が行われます。それ以外の外国語につ
いては、『授業時間割表』で確認してください。

研究科目は、以下の10の「群」に分けられています。
・ スペイン・ラテンアメリカ研究科目群
・ 中国研究科目群
・ 韓国研究科目群
・ 日本研究科目群
・ 言語教育研究科目群
・ グローバル社会研究科目群
・ 教育科学研究科目群
・人文学研究科目群
・認知・行動科学研究科目群
・データサイエンス研究科目群
外国語科目進展科目や全学共通授業科目などの選択によって変わりますが、この10の科

目群から複数の科目群を選んで6２単位、30科目ほどを4年間で選択履修します。
なお、選択62単位のうち30単位以上は10の研究科目群の中から2研究科目群を選択し、
修得する必要があります。2研究科目群で合計30単位以上になるように履修してください。

以下、研究科目群それぞれの概要を簡単に掲げます。詳細は、『シラバス』を参照してく
ださい。

スペイン語履修者を主な対象として、スペイン語圏およびブラジル、カリブ海地域の総合
的地域理解を目的にする科目群です。他文化の社会を理解しようとするとき、言語以外
に、その社会の歴史や文化、抱える現代的問題など広い知識と他地域との相互関係への理解
が必要です。そのための歴史、政治、経済、社会、文化･芸術、言語関連の科目を用意して
います。この科目群を主フィールドにする学生には、1年次には「研究概論」、2年次には各
「専門」科目の履修を求めます。3年次以降は「特殊研究」および「スペイン語演習」の履
修が一般的モデルとなります。進路は、マスコミ･出版･広告分野、運輸流通･製造業などで
スペイン語圏と関係のある企業、研究職･国際機関勤務志望者は大学院、国際理解を広める
教員、外国人担当の自治体職員、海外支援NPO職員などが考えられます。
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中国研究科目群

韓国研究科目群

日本研究科目群

言語教育研究科目群

グローバル社会研究科目群

日本の歴史に絶大な影響を与え、かつまた現代日本にとって圧倒的な存在感のある中国に
ついて、基本的な知識を幅広く身につけるとともに、いかに理解していけばよいのかを学ぶ
研究科目群です。
「中国研究概論」や「中国言語文化論」は中国語の選択履修を離れても基礎教養として役

立つでしょう。中国という大きな対象に切り込んでいく糸口を探ることに繋げてほしいのは
「中国社会論」・「中国地域論」や「中国史Ⅰ・Ⅱ」等々の科目であり、興味を持ち掘り下げ
て考えることのできる中国特殊研究の各科目が用意されています。中国語の運用能力の向上
を目指す姿勢も堅持してください。

韓国の言語、文化、社会、教育、ジェンダー、日韓交流史などについての理解と基本的な
知識を総合的に幅広く身につけることを目標とする科目群です。韓国の映画およびドキュメ
ンタリーなどを通し現代韓国の文化･歴史的背景を理解する授業、朝鮮半島分断の歴史と現
状や韓国経済の成長要因過程においての社会変貌などを扱う授業、さらに「異文化比較」「教
育とジェンダー」などのテーマを扱う授業があります。さまざまな「各論」授業に対しては
履修者の積極的な参加を望みます。この科目群を主フィールドとした学生は、いわゆる韓国
通になることができるでしょうが、そのためには、韓国語でのコミュニケーション力が重要
です。まず「韓国研究概論」から開始してください。

たとえ現代日本を研究するとしても、その背景や基盤に大変に長い歴史と厚みのある文化
があることを理解しなければ、考察はうわべだけの、内容の薄いものになってしまいます。
他の研究科目群の中にも現代日本や日本文化に関わる科目はたくさんありますが、長い国際
交流の歴史の中で育まれた日本の多面的な文化を理解するためには、やはり基本的な知識や
理解をまず手に入れる必要があります。そこで、日本研究科目群には、文学と歴史学を中心
とする、日本と日本文化を理解するための基本的な科目が並んでいます。まず、日本文学・
日本史を通史的に学び、研究の基礎的な資料の扱いや考え方を習得する「日本研究概論Ⅰ・
Ⅱ」があります。その後には「日本文学論」「民俗学」「日本史」という日本理解のための基
礎的な方法論を学ぶ科目が控え、さらに「日本特殊研究」という特殊研究科目で個別的な研
究へと進んでいきます。

本科目群では、英語と日本語それぞれについて、英語学・言語学、言語教授法などの基幹
分野の科目を提供すると共に、より広い言語学習環境理解のための応用言語学・社会言語学
や文化の諸相に触れる機会を設けています。また、言語学習・教育について専門性の高い勉
学を行い卒業研究に繋がる研究を行うことが可能です。概論科目（「言語学概論」・「英語学
概論」・「日本語教育概論」）ではそれぞれの分野で扱う話題の基本概念を学ぶと共にその広
がりを理解することを目標とします。特殊研究科目 （「英語教育特殊研究」・「日本語教育特
殊研究」）ではより実践的・個別的な話題について知識と技能を高めることを目標とします。
これらの他にも各分野の専門性を高めるための理論科目・関連科目が用意されています。言
語のしくみや言語習得への理解を深めることを通して、自分自身の言語能力を高め、洞察力
を深めることができるようになるでしょう。

本科目群は、さまざまな政治的・社会的・文化的背景をもつ人々が共存する国際社会に関
わる基本的かつ重要な論点について多角的かつ総合的に学ぶことを目的としています。便宜
的に「グローバル社会」という名称を用いていますが、そこに込められている意味は多義的
です。つまり、この科目群では国家や非国家（国際機関、市民組織、民族集団など）の行為
主体が織りなす国際社会の構造やダイナミズムについて検討するとともに、さまざまな文化
や価値観をもつ個人や集団が交流したり共生したり衝突したりしている身近な地域（ローカ
ル）社会についても検討していきます。単に社会の実態に関する知識を身につけることだけ
にとどまらず、普遍化（グローバル化）の方向に働く秩序構築の動きをときに批判的に捉
え、また社会の周縁に追いやられている人々や文化に目を向けることにも留意し、現代世界
の直面する諸課題やその解決のための道程を見極める創造的で柔軟な思考力を涵養してくだ
さい。
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成長を援助する営み（＝教育）について、歴史・カリキュラム・海外事例・スポーツ・レ
クリエーションなどの側面から総合的かつ幅広く学ぶ科目群です。「よい教育」「望ましい成
長」は、個人によって、また属する集団によって、国によっても異なります。これまでほと
んどの時間を教育機関に属してきた皆さんにとって最も身近で「わかっている」はずの教育
を、様々な側面から再検討してみましょう。本科目群の授業を通して、「教育」「学校」「レ
クリエーション」などを科学の見地から多角的に捉える視点を養ってください。

本科目群では、文学、歴史学、哲学に関わる人文学の科目を学び、文化の生成と展開を考
究します。また、教養教育の一環として、古代から現代に至るまでの人間の知的根底と営為、
科学技術の可能性と問題性に目を向けながら、現代のわれわれが直面する様々な実生活の問
題に結びつけ、思考力、想像力、判断力、行動力の向上を目指します。そして、真偽、善悪、
美醜における普遍的な原理の学問的な追求を通して、人間形成という獨協大学の理念を実現
します。

認知・行動科学研究科目群は、心身の体系的な理解を深めることを目的に設定されていま
す。したがって、授業科目は行動を通して心の在り様を分析する心理学、ヒトの身体の仕組
みや働きを扱う生理学、日常生活における身体活動を運動という観点から探究する動作学に
関する科目で構成されています。履修者はまず心理学や生理学、神経科学などの概論科目に
おいて各領域の基礎的知識を学習していきます。こうした基本的な知見を踏まえて、生命活
動や精神活動、健康活動や身体運動、さらに社会的活動にかかわる諸事象について“自分事”
として課題を設定し、それらの課題について実験や調査などの実証的手法を用いて検討でき
るように学習を進めていきます。得られた情報・数値データを幅広い教養を踏まえて多面的・
論理的に考察し、自身の見解を表現する能力を身に付けることが認知・行動研究科目群の目
標となります。

世の中にはたくさんのデータが溢れていますが、そのデータを役立たせるためには、問題
や課題を明確化し、単なる「データ」から意味のある「情報」とするために様々な技術を使
います。それら技術を学ぶとともに、そのデータや情報などの理解や洞察を深めるための幅
広い知識も学びます。

データサイエンスという言葉から「数学や統計学、プログラミングなど難しい」「理系の
人だけが学ぶべきもの」とイメージしてしまい、自分に理解できるのか不安になるかもしれ
ません。そのような方々にも取り組みやすいように、様々な基礎科目とともに皆さんをサポー
トいたします。

�

教職関連科目は教職課程登録者のみ履修でき、原則として卒業要件、登録上限には含まれ
ません。

ただし、教職課程登録者は卒業に必要な選択科目のうち16単位までは、他学部および教
職関連科目の単位をもって代用できます。

なお、教職関連科目は10の研究科目群のカテゴリには入っていませんので注意してくだ
さい。

本学部の中心である各研究科目群科目は教養を形成します。それはそれらを学ぶ諸君に人
としての堅固な価値観・世界観・人間観を定着させます。しかし同時にそうして形成される
教養は、卒業後の職業人・市民として活きたものになりうるものでなければなりません。国
際教養学部は、学部教育で形成される教養が国際的な職業人・市民として足るものになるよ
う、学生諸君自身が形成途中の教養を試行し活用する機会をカリキュラム内に準備しました。
それが2つの日本の外で学習成果を試すプログラムです。1つは海外の企業などでのインター
ンシップであり、もう1つが海外の大学と共同で開講する共同授業です。これらの課題解決
的な実践によって、自身が形成している語学と教養の実際的な力とその不足分を確認し、さ
らに通常の授業科目に戻って学習を継続する、そうしたサイクルとしての学修を作り上げる
ためのプログラムです。

教育科学研究科目群

人文学研究科目群

認知・行動科学研究科目群

データサイエンス研究科目群

�

教職関連科目

海外実践プログラム
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「演習」「卒業研究」
「卒業論文」

「全学共通授業科目」

卒業に必要な単位数

登録上限

進級要件

科目の学期配当

重複履修ができる科目

2学年以降は、原則として国際教養学部所属の全専任教員が担当するゼミナールに所属し、
以下のように演習系の科目を履修します。

・ 2学年「演習」
・ 3学年「演習」
・ 4学年「卒業研究」「卒業論文」
年度によって若干の差はありますが、約30前後の「演習」「卒業研究」科目がそれぞれ置

かれ、扱う内容は教員によって様々です。「演習」「卒業研究」の担当教員は、各研究科目群
の担当教員でもあることから、どの教員の「演習」「卒業研究」を選択するかは、どの研究
科目群を中心として履修するかに関係します。したがって、「演習」「卒業研究」の選択は自
分自身の「専門」の選択でもあるため、各自の「教養」プログラムを作るためにも、よく考
えて選択してください。
「演習」の選択は、1学年の秋学期後半（2学期）に行います。2学年・3学年で同じ教員

の演習を履修することも、3学年になるときに他の教員の演習に履修を変更することもでき
ます。ただし定員があるので、希望通りの演習を履修できない場合があります。
「卒業研究」は、原則として、3学年で履修した「演習」と同じ教員の授業を履修しなけ

ればなりません。
「卒業研究」の成果は「卒業論文」としてまとめられ、提出されます。「卒業論文」の担当

教員（指導教員）は、「卒業研究」と同一です。

「全学総合講座」2単位が必修です。
国際教養学部の外国語科目として選択した選択言語（スペイン語・中国語・韓国語）と、

全学共通授業科目で開講されている同一の言語は履修できません。

卒業するために必要な単位数は128単位です。
科目群等 必修 選択必修 選択

学科基盤科目   8単位 － －
外国語科目（基盤科目、進展科目） 18単位 22単位
各研究科目 － － ＊
全学共通授業科目（全学総合講座部門）   2単位 －

62単位（全学共通講義科目部門）
－ －（全学共通実践科目部門）

（スポーツ・レクリエーション部門）
演習   8単位 － －
卒業研究   4単位 － －
卒業論文   4単位 － －

合　計 44単位 22単位 62単位
＊各研究科目は10の研究科目群の中から2つを選択し、合計30単位以上を修得してください。

各学期で登録できる単位の上限が設けられています。ただし、教職・司書教諭・司書課程
の科目は、この中に含まれません。

1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期
22単位 22単位 24単位 24単位 24単位 24単位 24単位 24単位

1学期から8学期まで、修得単位数に関係なく進級できます。しかし、学期ごとに履修を
積み重ねることが望まれる科目や、卒業に不可欠な科目もあります。自分の履修計画の妨げ
とならないよう、登録した単位は確実に修得するよう心がけてください。

休学した場合は、同一学期にとどまります。

学修の効果に配慮し、科目を履修できる学期・学年が示されています。P.92～93の「言
語文化学科科目特性表」ならびに『授業時間割表』等を参照してください。

「英語演習Ⅰ・Ⅱ」は副題が異なれば、同一科目でも重複して履修できます。
「スペイン語演習」「中国語演習」「韓国語演習」は、原則として同一科目名でも重複して

履修できます。
各研究科目群の「特殊研究」は副題が異なれば、重複して履修できます。
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外国語の資格などの大学以外の教育施設等における学修を本学の単位として認定すること
ができます。詳しくはP.20を参照してください。

他の3学部の科目も履修することができます。
①卒業に必要な選択科目のうち16単位までは、「他学部の科目の単位」をもって代用できます。

ただし、教職課程登録者は、「他学部および教職関連科目の単位」をもって代用できます。
なお、教職関連科目は教職課程登録者のみ履修できます。

②他学部科目は3学期から履修できます。
③他学部科目の学期配当にしたがい履修してください。学期配当は各学部の説明を参照して

ください。
④他学部科目のうち、次のものは履修することができません。

・ 合併科目： 国際教養学部と他学部で授業が合併で開講されている科目
・ 類似科目： 国際教養学部科目と類似した内容で開講されている科目
・ そ の 他： 受講制限のある科目

教育職員免許状および司書教諭・司書資格の取得を目指す学生のために、免許及び資格課
程が設けられています。

複数外国語と諸地域の文化の習得を基本とした国際的な教養を身につける学部の特徴を生
かすために、2教科の教員免許の取得が可能です。幅広い教養に裏づけられた多面的な視野
を持ち、現代的課題に積極的に答えていくことのできる教員の養成を目指しています。

履修開始学年（学期）は、教職課程・司書課程は1学年（1学期）から、司書教諭課程は2
学年（3学期）からとなります。履修に際しては課程登録が必要となります。詳しくは「免許
及び資格課程」のページを確認してください。

GPAとはGrade Point Averageの略で、修得科目の評定平均値を示しています。GPAは
下記の計算式により算出しています。成績通知表に記載している他、留学申請時の要件などに
用いられています。

GPA＝ 総登録単位数※1, 2
（4.0×AAの修得単位数＋3.0×Aの修得単位数＋2.0×Bの修得単位数＋1.0×Cの修得単位数）

※1　総登録単位数には、F、FGを含む。
※2　総登録単位数のうち、教職・司書教諭・司書課程科目の登録単位は分母から除く。

ただし、教職科目のうち、各教科教育法の登録単位は分母に含む。

大学以外の教育施設等
における学修

他学部科目の履修
履修上の注意

免許及び資格課程
教職・司書教諭・司書

GPAについて
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1学年（1・2学期）
登録できる単位数

履修できる科目
必修・選択必修科目

学科基盤科目
「基礎演習a」

「基礎演習b」

「哲学Ⅰ」

1・2学期で登録できる単位数は各学期22単位、合わせて44単位までです。ただし、教職・
司書課程科目はこの中に含まれません。

下表の必修および選択必修の22単位分の科目は、1・2学期で履修してください。その他
に研究科目・全学共通授業科目から22単位までを選択して履修してください。履修にあたっ
ては、『授業時間割表』の中から該当するものを登録してください。

部　門 科目名 単位数 備　考

学科基盤科目
基礎演習a 2単位
基礎演習b 2単位
哲学Ⅰ 2単位

外
国
語
科
目

基
盤
科
目

英語Ⅰ（Integrated English） 1単位×2 週2回 同一評価
英語Ⅰ（Writing） 1単位
英語Ⅰ（Speaking） 1単位
英語Ⅱ（Integrated English） 1単位×2 週2回 同一評価
英語Ⅱ（Writing） 1単位
英語Ⅱ（Speaking） 1単位
スペイン語Ⅰ（総合1） 1単位

スペイン語
中国語
韓国語
のいずれかひとつを選択

スペイン語Ⅰ（総合2） 1単位
スペイン語Ⅰ（入門） 1単位
スペイン語Ⅰ（会話） 1単位
スペイン語Ⅱ（総合1） 1単位
スペイン語Ⅱ（総合2） 1単位
スペイン語Ⅱ（基礎表現） 1単位
スペイン語Ⅱ（会話） 1単位
中国語Ⅰ（総合1） 1単位
中国語Ⅰ（総合2） 1単位
中国語Ⅰ（入門） 1単位
中国語Ⅰ（会話） 1単位
中国語Ⅱ（総合1） 1単位
中国語Ⅱ（総合2） 1単位
中国語Ⅱ（基礎表現） 1単位
中国語Ⅱ（会話） 1単位
韓国語Ⅰ（文法・読解1） 1単位
韓国語Ⅰ（文法・読解2） 1単位
韓国語Ⅰ（コミュニケーション1） 1単位
韓国語Ⅰ（コミュニケーション2） 1単位
韓国語Ⅱ（文法・読解1） 1単位
韓国語Ⅱ（文法・読解2） 1単位
韓国語Ⅱ（コミュニケーション1） 1単位
韓国語Ⅱ（コミュニケーション2） 1単位

１学期の必修科目です。大学での学修を始めるにあたって、研究学習を行うための基礎的
な姿勢と技法を学びます。内容としては、問題の捉え方、調査し考えるための方法、授業に
臨む姿勢、レポートの作成法、コンピュータリテラシーなどが含まれます。必修クラスです
から大学生活の基盤となる「所属場所」としての性格もあります。また授業内で２学期以降
の履修計画も作成します。

２学期の必修科目です。この授業では、学外の企業や団体から迎えたゲスト講師が実際の
仕事の場で直面する課題を出題し、履修者はチームを組んでその課題への解決策をプレゼン
します。その結果は出題者によって社会人レベルで評価されます。これによって卒業後の社
会人としての知性および能力に比して、学生としての現状では何がどれくらい不足している
かを実感し、今後の大学学修への動機づけを行うための科目です。

国際教養学部で学ぶ出発点を定めるために、「諸文化の交流」「教養は平和を実現するのか」
「他者の意味」「言語の意味」などといった課題についてグループで取り組み、研究調査およ
び討論を行います。今後の4年間の勉学と研究の意味を考えるための授業です。
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外国語科目
「英語Ⅰ・Ⅱ」

「スペイン語Ⅰ・Ⅱ」
「中国語Ⅰ・Ⅱ」
「韓国語Ⅰ・Ⅱ」

選択科目

各研究科目

「全学総合講座」

「英語Ⅰ・Ⅱ（Integrated English/IE）」は、多様なテーマに基づく統合的学習を行います。
主たる学習活動はリーディングおよびディスカッションです。「英語Ⅰ・Ⅱ（Writing/W）」は、
パラグラフライティングの基礎を学びます。「英語Ⅰ・Ⅱ（Speaking/S）」は、言語表現形
式を口頭で使いこなす能力を養います。全ての英語科目の主要な使用言語は英語です。

3月に受験したTOEIC® LISTENING AND READING TEST等による習熟度別のクラス編
成を行います。詳細は『授業時間割表』で確認してください。

「スペイン語Ⅰ」「中国語Ⅰ」「韓国語Ⅰ」は1学期、「スペイン語Ⅱ」「中国語Ⅱ」「韓国語Ⅱ」
は2学期の授業です。文法の基礎から簡単な文章の読解、基本的な表現力を養い、世界認識
を広げるとともに、4学年までの学習の基盤とすることを目的としています。
「スペイン語Ⅰ」「中国語Ⅰ」は（総合）2コマと（入門）（会話）1コマずつ、「スペイン語Ⅱ」「中

国語Ⅱ」は（総合）2コマと（基礎表現）（会話）1コマずつの授業からなります。「韓国語Ⅰ」
「韓国語Ⅱ」は（文法・読解）2コマと（コミュニケーション）2コマの授業からなります。

スペイン語・中国語・韓国語は、履修クラスが指定されます。詳細は『授業時間割表』で
確認してください。

1・2学期で履修できる選択科目は「研究科目群」および「全学共通授業科目」で1・2学
期向けに開講されているものです。合計22単位まで登録できます。『授業時間割表』を参照し、
1・2学期で履修できる科目を選択してください。

研究科目群については、「言語文化学科科目特性表」（P.92～93）を参照して履修計画表
を作り、それにしたがって計画的に履修してください。

スペイン・ラテンアメリカ研究科目群、中国研究科目群、韓国研究科目群、日本研究科目
群、言語教育研究科目群、グローバル社会研究科目群、教育科学研究科目群、人文学研究科
目群、認知・行動科学研究科目群、データサイエンス研究科目群のうちから、2つの研究科
目群を選択し、卒業までに合計30単位以上を修得しなければなりません。その選択のため
の準備を1学年次の「基礎演習a」「基礎演習b」などを通して意識的に行う必要があります。

幅広い教養を身につける基礎として、全学共通授業科目の「全学総合講座部門」を2単位
必修にしています。4学年（8学期）までに『授業時間割表』から選択して履修してください。
2単位を超えて修得した場合には、卒業に必要な選択科目の単位に算入されます。
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演習

再履修

教職課程履修の注意

外国人学生・帰国学生への注意

3学期から履修する「演習」の選択と決定を1学年の秋学期（2学期）後半に行います。「演
習」の選択が大学生活の4年間で学ぶことを統括し方向づけることとなります。研究科目群
の選択および具体的な科目の選択のための準備を「基礎演習a」「基礎演習b」などを通して
意識的に行う必要があります。

①1学期で履修すべき必修科目を未修得の学生は2学期で履修できる科目に優先して履修し
ます。その際は『授業時間割表』の指示にしたがってください。

②科目により再履修の方法が異なります。再履修のクラスのある科目、次学期を待って履修
する科目など、『授業時間割表』の指示にしたがい履修してください。

③再履修の科目と2学期の必修科目が同一曜日・時限で重なった場合は、教務課国際教養学
部係に相談してください。

教職課程科目は卒業要件単位に含まれないため、履修登録上限単位数には含まれません。
ただし、国際教養学部の開設科目と合併している科目（「教職論」「教育原論」など）は卒業
要件に含まれます。これらは登録上限単位数にも含まれますので、学部で開設している科目
名や時間割コードで履修登録をしてください。
「教職関連科目」部門に属する科目は、教職課程登録者のみ履修でき、原則として卒業要件、
登録上限には含まれません。
ただし、教職課程登録者は卒業に必要な選択科目のうち16単位までは、他学部および教
職関連科目の単位をもって代用できます。

外国人学生は、日本語および日本事情に関する科目の履修を必修としています。また帰国
学生は日本事情に関する科目を履修するほか、外国語に代えて日本語の履修を求めることが
あります。詳細はガイダンスおよび面談等により説明しますので、指示にしたがい履修登録
をしてください。
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2学年（3・4学期）
登録できる単位数

履修できる科目
必修・選択必修科目

外国語科目
「英語Ⅲ・Ⅳ」

演習

選択科目
各研究科目

再履修について

3・4学期で登録できる単位数は各学期24単位、合わせて48単位までです。ただし、教職・
司書教諭・司書課程科目はこの中に含まれません。

下表の必修および選択必修の18単位分の科目は、3・4学期で履修してください。その他
に各研究科目・全学共通授業科目・他学部科目から選択して履修してください。履修にあたっ
ては、『授業時間割表』の中から該当するものを登録してください。

部　門 科目名 単位数 備　考

外
国
語
科
目

基
盤
科
目

英語Ⅲ（Integrated English） 1単位×2 週2回 同一評価
英語Ⅲ（English Plus） 1単位
英語Ⅳ（Integrated English） 1単位×2 週2回 同一評価
英語Ⅳ（English Plus） 1単位
スペイン語Ⅲ（総合） 1単位

スペイン語
中国語
韓国語
のいずれかひとつを選択

スペイン語Ⅲ（講読） 1単位
スペイン語Ⅲ（会話1） 1単位
スペイン語Ⅲ（会話2） 1単位
スペイン語Ⅳ（総合） 1単位
スペイン語Ⅳ（講読） 1単位
スペイン語Ⅳ（会話1） 1単位
スペイン語Ⅳ（会話2） 1単位
中国語Ⅲ（総合） 1単位
中国語Ⅲ（講読） 1単位
中国語Ⅲ（会話1） 1単位
中国語Ⅲ（会話2） 1単位
中国語Ⅳ（総合） 1単位
中国語Ⅳ（講読） 1単位
中国語Ⅳ（会話1） 1単位
中国語Ⅳ（会話2） 1単位
韓国語Ⅲ（文法・読解1） 1単位
韓国語Ⅲ（文法・読解2） 1単位
韓国語Ⅲ（コミュニケーション1） 1単位
韓国語Ⅲ（コミュニケーション2） 1単位
韓国語Ⅳ（文法・読解1） 1単位
韓国語Ⅳ（文法・読解2） 1単位
韓国語Ⅳ（コミュニケーション1） 1単位
韓国語Ⅳ（コミュニケーション2） 1単位

演習 4単位 春・秋学期各2単位ずつ

「英語Ⅲ・Ⅳ（English Plus/EP）」については1学年秋学期に実施した履修希望科目アン
ケートへの回答をもとにクラス指定をします。

2学期に決定した指導教員の「演習」を履修してください。

スペイン・ラテンアメリカ研究科目群、中国研究科目群、韓国研究科目群、日本研究科目
群、言語教育研究科目群、グローバル社会研究科目群、教育科学研究科目群、人文学研究科
目群、認知・行動科学研究科目群、データサイエンス研究科目群のうちから、2つの研究科
目群を選択し、卒業までに合計30単位以上を修得しなければなりません。計画的な科目履
修を心がけてください。

①1・2学期で履修すべき必修科目を未修得の学生は3・4学期で履修できる科目に優先して
履修します。

②科目により再履修の方法が異なります。再履修のクラスのある科目、次学期を待って履修
する科目などがありますので、『授業時間割表』または教務課国際教養学部係の指示にし
たがい履修してください。

③再履修の科目と3・4学期の必修科目が同一曜日・時限で重なった場合は、教務課国際教
養学部係に相談してください。
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3学年（5・6学期）
登録できる単位数

履修できる科目
必修・選択必修科目

外国語科目進展科目

「英語上級」

「英語演習Ⅱ」
「上級英語演習Ⅰ」

「上級英語演習Ⅱ」

「スペイン語上級」
「中国語上級」
「韓国語上級」

「スペイン語演習」
「中国語演習」
「韓国語演習」

選択科目
各研究科目

再履修について

5・6学期で登録できる単位数は各学期24単位、合わせて48単位までです。
ただし、教職・司書教諭・司書課程科目はこの中に含まれません。
下表の必修および選択必修の14単位分の科目は、5・6学期で履修してください。

部　門 科目名 単位数 備　考

外
国
語
科
目

進
展
科
目

英語上級 4単位 春・秋学期各2単位ずつ
英語演習Ⅱ 2単位 英語演習Ⅱ・上級英語演習Ⅰ＊・上級英語演習Ⅱ＊

のいずれかひとつを選択し、春学期または秋学
期に２単位
＊上級英語演習Ⅰ・Ⅱは教職課程（英語）履修

者を主たる対象とする。

上級英語演習Ⅰ 2単位

上級英語演習Ⅱ 2単位
スペイン語上級 4単位 スペイン語・中国語・韓国語

のいずれかひとつを選択
春・秋学期各2単位ずつ

中国語上級 4単位
韓国語上級 4単位

演習 4単位 春・秋学期各2単位ずつ

各言語のⅠ～Ⅳで培ってきた語学力を用いて、さらに実用的な言葉の運用を目指し、実践
力を養います。専門的な読み書きの能力まで確実に身につけることを目標とします。

2学年の「英語Ⅲ・Ⅳ」の成績および秋学期に受験したTOEIC® LISTENING AND READING 
TEST等の結果をもとに習熟度別に応じてクラスが決定します。詳細は『授業時間割表』で
確認してください。

「英語演習Ⅱ」は副題が異なれば、同一科目でも重複して履修できます。
「上級英語演習Ⅰ」は教職課程（英語）用の必修科目ですが、一定の条件を満たせば教職

課程登録者でなくても履修できます。
「上級英語演習Ⅱ」は教職課程（英語）用の選択科目ですが、一定の条件を満たせば教職

課程登録者でなくても履修できます。
これらの科目の履修については、ガイダンス等でお知らせします。

指定のクラスで受講してください。
指定のクラスで受講してください。
指定のクラスで受講してください。

原則的に同一科目名でも重複履修できます。
原則的に同一科目名でも重複履修できます。
原則的に同一科目名でも重複履修できます。

スペイン・ラテンアメリカ研究科目群、中国研究科目群、韓国研究科目群、日本研究科目
群、言語教育研究科目群、グローバル社会研究科目群、教育科学研究科目群、人文学研究科
目群、認知・行動科学研究科目群、データサイエンス研究科目群のうちから、2つの研究科
目群を選択し、卒業までに合計30単位以上を修得しなければなりません。計画的な科目履
修を心がけてください。

①1～4学期で履修すべき必修科目を未修得の学生は5・6学期で履修できる科目に優先して
履修します。

②科目により再履修の方法が異なります。再履修のクラスのある科目、次学期を待って履修
する科目などがありますので、『授業時間割表』または教務課国際教養学部係の指示にし
たがい履修してください。

③再履修の科目と5・6学期の必修科目が同一曜日・時限で重なった場合は、教務課国際教
養学部係に相談してください。
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4学年（7・8学期）
登録できる単位数

履修できる科目
必修科目

「哲学Ⅱ」

「卒業研究」
「卒業論文」

卒業について

卒業再試験

免許及び資格課程再試験

7・8学期で登録できる単位数は各学期24単位、合わせて48単位までです。
ただし、教職・司書教諭・司書課程科目はこの中に含まれません。
下表の必修の10単位分の科目は、7・8学期で履修してください。

部　門 科目名 単位数 備　考
学科基盤科目 哲学Ⅱ 2単位
卒業研究 4単位 春・秋学期各2単位ずつ
卒業論文 4単位

1学期の必修科目「哲学Ⅰ」で学んだ問題提起やものの考え方を、4年間の大学生活を振
り返って省察し、さらに考えを進めることを目的とします。

専攻分野での研究をまとめあげ、諸研究の成果を確かなものとすることが目的です。なお、
卒業論文で課題とされる研究成果の報告・発表については、必要な時期にあらためて説明し
ます。原則としてこれらの科目は卒業再試験を行いません。

卒業単位は128単位です。
履修登録の際に卒業条件を満たしているかどうかよく確認してください。
必修・選択必修として「学科基盤科目」8単位、「外国語科目」40単位、「全学共通授業科目」

2単位、「演習」8単位、「卒業研究」4単位、「卒業論文」4単位、選択として「各研究科目群」
「外国語科目進展科目」「海外実践プログラム」および「全学共通授業科目」から62単位、合計
128単位以上を修得する必要があります。

また、10の研究科目群の中から、2つの研究科目群を選択し、合計30単位以上を修得する
必要があります。

卒業に必要な単位のうち、4科目以内の単位不足の場合に受けられる試験です。
7・8学期に評価が「F」の科目に限り受験が認められ、科目担当教員が許可しない場合（評

価が「FG」の科目）は、受験できません。
ただし過去に卒業判定を受けたことがある学生（留年者）は、最終学期の履修登録科目の

うち「F」であった科目のみが対象となります。必ずP.12の卒業再試験の項目を参照してく
ださい。

卒業要件を完全に満たした学生で、免許及び資格取得に必要な要件のうち2科目以内の単
位が不足している者を対象に行われます。卒業発表と同時に、免許及び資格課程合格者、再
試験対象者を発表します。
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